
広島県における業務改善の取組状況について

１ これまでの経緯

平成23年１月 事務局内に，業務改善プロジェクト・チームを設置（チーム統括：教育次長）

→以降，事務局の業務見直しと学校の業務改善を実施

平成25年３月 上記の取組をまとめ，「業務改善事例集」を発行

平成25年７月 リーフレット「Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ！！業務改善」を発行

→県内各地の優れた取組事例を紹介（これまでに１１回発行）

平成26年３月 「『業務改善事例集』活用モデル集」を発行

平成26年度 外部の視点を活用し，更なる改善に向けた調査研究を実施中

３ 現状把握【アンケート等の結果】

72％ 78％ 70％ 71％

28％ 22％ 30％ 29％

学校種別の１週間当たりの平均的な業務時間及び作業分布

（1） 子供と向き合う時間

その他の業務

指導に直接的に関係

のある業務

100% = 58.0時間 50.7時間62.4時間 60.9時間

※ 業務時間は，アンケートを基にした平日及び休日の業務時間と持ち帰り業務の週当たりの合計時間

高等学校中学校 特別支援学校小学校

２ 業務改善モデル校 （以下「モデル校」）

校務分掌，会議，外部対応，
事務・報告書作成等

授業，授業準備，成績処理，
学年・学級経営，児童・生徒
への対応，部活動指導
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平成27年１月20日
広島県教育委員会

県立学校４校（高等学校３校，特別支援学校１校）及び市町立学校６校（小中学校各３校）

をモデル校に指定し，現状把握のためのアンケート・インタビューや改善策の試行等を実施

平成２７年１月２０日

初等中等教育分科会

チーム学校作業部会

資料３
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【小学校】 主な作業（一部抜粋）の平均所要時間 （時間/週）
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【中学校】 主な作業（一部抜粋）の平均所要時間 （時間/週）

調査関連

左記以外の指導に直接的に関
係のある業務（担任の場合）

・授業 20.5時間
・その他，給食指導・清掃指導
等 8.4時間程度

左記以外のその他の業務

・校内研修，校務分掌業務等
8.4時間程度

そ
の
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の
業
務

指
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に
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係
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あ
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左記以外の指導に直接的に関
係のある業務（担任の場合）

・授業 15.8時間
・その他，清掃指導等 4.0時間
程度

左記以外のその他の業務

・校内研修，校務分掌業務等
4.4時間程度

そ
の
他
の
業
務

指
導
に
直
接
的
に
関
係
の
あ
る
業
務
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【高等学校】 主な作業（一部抜粋）の平均所要時間 （時間/週）
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入試に係る事務
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部活動（平日）
部活動（休日）
部活動に係る事務

文書作成・起案
学校独自アンケート
教委からの調査照会等

学校・教委以外の調査依頼

会議（定期的）
会議（不定期）

保護者との連絡など

【特別支援学校】 主な作業（一部抜粋）の平均所要時間 （時間/週）
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地域対応

印刷作業

研修（校外のみ）

授業準備

テスト作成

テスト採点

学年・学級経営

成績集計・評価・通知表作成
諸費会計
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指導要録作成
入試に係る事務

問題行動対応
不登校対応

部活動（平日）
部活動（休日）
部活動に係る事務

文書作成・起案
学校独自アンケート

教委からの調査照会等

学校・教委以外の調査依頼

会議（定期的）
会議（不定期）

保護者との連絡など

調査関連
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左記以外の指導に直接的に関
係のある業務（担任の場合）

・授業 19.1時間
・その他，児童生徒への指導等
4.0時間程度

左記以外のその他の業務

・校内研修，校務分掌業務等
7.0時間程度

そ
の
他
の
業
務

指
導
に
直
接
的
に
関
係
の
あ
る
業
務

左記以外の指導に直接的に関
係のある業務（担任の場合）

・授業 14.2時間
・その他，清掃指導等 3.6時間
程度

左記以外のその他の業務

・校内研修，校務分掌業務等
8.7時間程度

そ
の
他
の
業
務

指
導
に
直
接
的
に
関
係
の
あ
る
業
務
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（2） 教職員のモチベーション

ア 「充実感」を構成するモチベーションの構造

外的モチベーション （マイナス要素）

｢可能性｣
仕事を遂行することで，自ら
の目標を達成できる可能性
が動機づけとなっている

内的モチベーション （プラス要素）

イ モチベーションの状況

全体的に，仕事に「意義」を感じている度合い

は，他の要素に比べて高い。

仕事自体の「楽しさ」を向上させることで，更に

モチベーションを高めることが可能である。

モチベーションを高く維持するためには，仕事に「意義」を感じること以上に，
仕事自体の「楽しさ」が重要

｢楽しさ｣
仕事自体の楽しさが動機
づけとなっている

｢意義｣
仕事の意義が動機づけ
となっている

｢感情的圧力｣
自尊心，周りの期待に応
えたいなど感情的圧力
が仕事への動機づけと
なっている

｢経済的圧力｣
経済的な圧力が仕事へ
の動機づけとなっている

｢慣性」
今まで続けていることが
仕事を続けることへの
動機づけとなっている

1.0

3.0

5.0

7.0

楽しさ 意義 可能性 感情 経済 慣性

7：特によく当てはまる 6：よく当てはまる 5：当てはまる 4：どちらでもない
3：あまり当てはまらない 2：当てはまらない 1：全く当てはまらない

4

本校に対する自分の貢献が評価されていると思う

児童・生徒と向き合う時間が確保できている

業務の手助け等を互いに気兼ねなく頼める雰囲気がある

担当業務についてやりがいを感じる

担当業務について，上司に理解されていると感じる

私は学校のチームの一員だと感じる

管理職は私の指導や育成に十分な時間を割いていると思う

慣例にとらわれない新しいアイデアについても，管理職が積
極的に支援してくれる

ウ 「楽しさ」の向上につながる項目のアンケート結果

大いに当てはまる 当てはまる
どちらかと言えば
当てはまる

どちらかと言えば
当てはまらない

当てはまらない 全く当てはまらない

日々の業務の中で充実感を得ている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

業務が追加された場合，優先順位が適切に指示されている

自らの職務を果たすために必要なICT環境が設備されてい
て，実際に活用している

希望する研修に十分参加できている

> >

< <



課 題

更なる効率化の
ためのＩＣＴ環境

観 点

教員が専門性を
発揮できる環境

管理職のマネジ
メントスキル
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６ 今後の取組の方向性について

取組の柱

教員の業務をサポートするスタッフの配置検討 など

５ これまでの調査から見えてきた課題

教員以外のスタッフの配置が十分でないため，教員の専門性が発揮される

業務（授業・授業準備）に専念できていない

今後，「広島版『学びの変革』アクションプラン」を推進していくためにも，教員

が授業スタイルを変革させるための時間や研修機会の確保等の環境整備

が必要

直接的に指導に影響する部分の整備（電子黒板など）は比較的進んでいる

が，教員の作業効率・効果をより向上させる部分の整備（校務システム，個

人メールアドレスの付与，メールの容量増加など）は，民間に比べて遅れて

いる

ICT環境の充実のためには，ネットワークやサーバーなどの抜本的な見直し

が必要

管理職のマネジメントスキルのうち，特に様々な取組の優先順位付けや教職

員に対するコーチング・フィードバック等のスキルの強化が必要

民間と違い，管理職の管理スパン（部下の数）が広いため，役割分担・進捗

確認・評価がより困難であり，職制の見直しやミドル層への権限委譲等が必

要

改善のために新たな予算の確保が必要など，学校の自主性だけで解決でき

ない策が多く，県・市町教育委員会のリーダーシップがより重要

学校の自主性のみに任せることなく，学校の業務改善の取組を評価していく

仕組みが必要

県・市町教育委員会
のリーダーシップ

県立高校への校務システムの導入検討 など

管理職及びミドル層に対する研修の見直し検討 など

Ⅰ 教員の専門性を発揮することができる環境の整備

Ⅱ 業務の更なる効率化を図るためのＩＣＴ環境の整備

Ⅲ 管理職等のマネジメントスキルの更なる向上


